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≪昨年度からの変化点≫

・次年度より作業時間をベースとした原単位評価とする為、作業時間（勤務時間）の

　集計を開始しました。

≪ＳＤＧsへの取り組み≫

・間接的ではありますがエコアクション21を通じてＳＤＧsにも取り組んでいます。

　環境教育ではＳＤＧsについて学びました。
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エレベーター用ハーネスの製造

エスカレーター用ハーネスの製造

坂口　一（代表取締役）

１．主な事業内容紹介

・高層、高速化していくエレベーターに対応すべく、

　電力、信号を各機器へ伝えるハーネスを製造しています。

・新設、改修に必要なハーネスを製造しています。

　しています。

２．組織の概要及び登録範囲

≪組織の概要≫

<代表者>

・エレベーターと異なり、加減速や階床の管理が

　不要な為、シンプルな構造ではありますが

　三菱電機㈱様のスパイラルエスカレーターや

　新設、改修に必要とされるハーネスを製造

≪EA21代表者≫

田屋　健仁（取締役営業部長）

≪EA21対応窓口≫

㈱弘進　環境事務局

小森　俊和（環境管理責任者：高山工場所属）

<会社名> 株式会社　弘進 <資本金>

TEL：0577-62-8955　FAX：0577-35-1591
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7,920万円

<創立> 1957年10月1日 <従業員数> 87名（9/30現在）

2010年4月より全組織・全活動を

対象とした取組を行っています。



≪国内拠点≫

高山工場

〒506-0057　岐阜県高山市匠ヶ丘201

高山第2工場

〒506-0057　岐阜県高山市匠ヶ丘1-75

TEL：0577-62-8955　FAX：0577-35-1255

<主な事業内容＞

≪海外拠点≫

（タイ国）

HIDA AYUTTHAYA THAILAND.CO.LTD

Rojana Industrial Park(Ayutthaya)

＊EA21登録対象外です。

≪協力会社≫

山形工場（有限会社 サニー電子） 三澤工場　（株式会社　三澤）

〒999-5102　山形県新庄市大字萩野163番地の1 〒194-0036　東京都町田市木曽東3-22-17

≪主な納入先≫

・フジテック株式会社

<主な事業内容>

　電子部品の調達及び輸出業務

㈱弘進　相模工場

〒252-0132　神奈川県相模原市緑区橋本台3-4-11

　TEL：042-774-0753　FAX：042-774-6500

<主な事業内容>

３．会社紹介

㈱弘進　本社

〒141-0031　東京都品川区西五反田7-3-6

　TEL：03-6420-0215　FAX：03-6420-0216

・日本オーチス・エレベーター株式会社

・パナソニックホームエレベーター株式会社 ・Slam-Hitachi Elevator Co.Ltd.
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　エレベーター用ハーネスの製造

㈱弘進　高山工場・高山第2工場

　エレベーターエスカレーター用ハーネスの製造

＊高山工場、高山第2工場は一括管理とします。

㈱弘進　タイ工場

・三菱電機ビルソリューションズ株式会社



４．環境経営方針

㈱弘進　環境経営方針

１．事業を取り巻く状況を考慮して当社の主要製品である、ハーネスの製造が

　　環境に与える影響を的確に捉え、全員で環境保全活動に取り組み、

　　継続的な改善、向上を図ります。

・短納期化や受注量の変動に対応する為、生産性の向上を図ることで電力や

　化石燃料などの固定エネルギーの削減に取り組みます。

・品質の向上に努め、手直しによる部材の廃棄を抑制します。

＜基本理念＞

　株式会社 弘進（以下「当社」という）は、全社員がお客様に喜んでいただける製品の

製造に携わる地球市民の一員として、企業活動のあらゆる面において、地球環境の

保全に配慮して行動し、真に豊かな社会の実現を目指して積極的に環境保全活動を

未来に継続するよう環境経営方針を下記の通り定めます。

＜行動指針＞

２．当社の全ての事業において、環境関連法規や規則、その他の

　　要求事項を遵守します。

３．関係各庁や地域社会とのコミュニケーションを図り、協調して

　　環境保全を推進します。

４．全社員へ環境経営方針の周知を行い、方針に基づき環境教育や

　　社内活動を行います。

・在庫量の適正化に努め、劣化による部材の廃棄を抑制します。

・不要な印刷を避け、ペーパーレス化による紙使用量の削減に取り組みます。

・設備のメンテナンスにより故障などによる無駄な部品の廃棄を抑制します。

・環境に配慮した製品の使用、購入を進めます。（グリーン購入）

・設備導入時には生産性の高い設備や環境負荷の少ない設備の導入を

　検討します。

５．この環境経営方針は外部からの求めに応じ公開します。

制定日　2018年　7月18日

改訂日　2021年　1月 1日

株式会社　弘進

代表取締役　坂口 一
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＜内部監査＞（1回／年）

　・環境管理責任者が各部門のEA21

　　活動状況を確認する。

≪役割及び責任≫

５．実施体制

代表取締役

坂口　一

EA21代表者 ＜環境経営会議＞（1回／月を基本）

田屋　健仁 　・各部門の進捗状況確認、懸念事項などの

環境事務局 環境事務局 環境事務局

坂口　進哉 高橋　将史 木下　真紀

（取締役営業部長） 　　打ち合わせ、勉強会などの実施。

環境経営会議
環境管理責任者

小森　俊和

（高山工場所属）

各活動リーダー 各活動リーダー 各活動リーダー

従業員 従業員 従業員

三浦　麻友美 田畑　靖夫 中屋　友稀

（兼務） （兼務）

１．EA21代表者 ・・・取締役より選出

・経営における課題とチャンスを明確にし、環境経営方針の策定と改訂を実施。

・環境経営システムに必要な資源（人、設備、費用など）の準備、承認。

＜本社＞ ＜相模工場＞ ＜高山工場＞

代表取締役：坂口　一 工場長：田屋　健仁 工場長：坂口　一

・環境関連法規等の最終確認。　・環境教育の指示。　・内部監査の実施。

・問題発生時の水平展開などの各部門との調整。

３．環境事務局 ・・・各部門にて選出

・環境経営計画の作成、実施、評価、改善。　・各活動の実施フォロー及び記録作成。

・環境負荷実績の確認、評価、見直し。　・環境管理責任者への報告

・各活動報告に対する評価、見直し指示、承認。　

・環境会議の開催指示。

２．環境管理責任者　【EA21外部窓口】 ・・・代表者が任命

・環境経営システムの構築、運用及び管理。　・活動状況をEA21代表者に報告。　

・環境経営会議の進行。　・審査対応責任者。（審査書類作成、審査員との連絡など）

５．従業員

・環境経営方針を理解し各活動に対して積極的に参加する。

・決められた手順、ルールの遵守、活動の実施。

・改善案、意見などを環境事務局、各活動リーダーに報告。
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・環境関連法規等遵守状況の確認。　・環境教育（従業員向け）の実施。

・現地審査対応。　・手順書の見直し、改訂。

４．各活動リーダー ・・・活動項目毎、各部門にて選出

・日常管理項目実施状況の確認、評価、環境事務局への報告。

・実施スケジュールの打ち合わせ、実施、評価、改善、環境事務局への報告。



≪数値目標≫ ＊日常評価(各部門)は総量で確認し、最終評価(全社評価)は原単位での評価とします。

＊化学物質の使用はありません。 ＊原単位は売上高(本社/高山)、加工費(相模)とします。

＜各種係数＞

≪その他の目標≫

１．自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

・まとめ納品などによる搬入頻度削減。

・廃棄ケーブル（有価物）の削減。

・製品の養生について時間短縮に繋がる道具の導入検討。

２．グリーン購入

・エコ商品の継続利用、新たなエコ商品導入検討。

３．環境関連教育の実施

・次代のリーダー育成、より高いレベルでの改善活動に向けての従業員教育実施。

一般廃棄物排出量
維持

全社 7,100

電気事業者別排出係数（環境省、経済産業省）より調整後排出係数

R2.1.7公表：R2.9.16一部追加修正

0.462kg-CO2(東京電力) ：本社、相模

0.511kg-CO2(新出光)　 ：高山

軽油使用量

（納品ﾄﾗｯｸ用）

12,000

６．環境経営目標（中期目標）

項目
目標

部門
基準値 目標値

種類 (2019年度実績) 2022年度 2023年度

kg-CO2：kg-CO2/百万円 高山 117,064 133.18 117,064 133.18

194,096

本社 8,899 20.23 8,899 20.23 8,899 8,899

2024年度

全社 194,096 124.66 194,096 124.66 194,096

68,133 68,133相模 68,133 286.27 68,133 286.27

全社 7,280 4.68 7,280 4.68

86,000

17,000 17,000

相模 86,000 361.34 86,000 361.34 86,000

117,064 117,064

283,000

本社 17,000 38.64 17,000 38.64

6,000 6.83 6,000 6.83 6,000

kwh：kwh/百万円 高山 180,000 204.78 180,000 204.78 180,000

450

電力使用量

二酸化炭素排出量
維持

維持

全社 283,000 181.76 283,000

7,280 7,280

本社 450 1.02 450 1.02 450

181.76 283,000

180,000

相模 830 3.49 830 3.49 830

ガソリン使用量
維持

6,000

維持

全社 12,000 10.74 12,000 10.74 12,000

ℓ：ℓ/百万円 高山 2,500 2.84 2,500

相模 9,500 39.92 9,500 39.92 9,500

830

ℓ：ℓ/百万円 高山

9,500

2,500

640

ℓ：ℓ/百万円 高山 1,850 2.10 1,850 2.10 1,850

500

2.84 2,500

維持

全社 2,490 2.23 2,490 2.23

相模 640 2.69 640 2.69

1,850

灯油使用量

（冬期暖房のみ）

4.56 7,100 4.56 7,100

2,4902,490

640

12.18 2,900 12.18 2,900 2,900

7,100

本社 500 1.14 500 1.14 500

相模 2,900

紙使用量
維持

全社 441,000 283.24 441,000 283.24 441,000

kg：kg/百万円 高山 3,700 4.21 3,700 4.21 3,700

19,000 43.18 19,000 43.18 19,000

枚：枚/百万円 200,000

300

3,700

相模 222,000 932.77 222,000 932.77 222,000 222,000

441,000

本社 19,000

9,400 39.50

200,000 200,000227.53227.53

水使用量
維持

全社 965 0.62 965

9,400 9,400

kg：kg/百万円 高山 3,250 3.70 2,900 3.30

相模 10,000
産業廃棄物排出量

削減

全社 13,250 11.86 12,300 11.01 12,300 12,300

2,900 2,900

・高山工場の水使用量目標は基板事業撤退を考慮して減らしています。

電力：

300 300

㎥：㎥/百万円 高山 600 0.68 600 0.68

勤
務
時
間
を
基
に
し
た
原
単
位
評
価
に
変
更
予
定

勤
務
時
間
を
基
に
し
た
原
単
位
評
価
に
変
更
予
定

65 65

（総排水量） 相模 300 1.26 1.26

0.62 965 965

本社 65 0.15 65 0.15

42.02

600 600

高山 200,000

＜　本社　＞

＜相模工場＞

＜高山工場＞
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ガソリン：2.322kg-CO2/ℓ 特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令

軽油　　：2.619kg-CO2/ℓ （環境省、経済産業省）資料４より　単位当たりCO2排出量

灯油　　：2.489kg-CO2/ℓ H27.4.30公表



≪本社の環境経営目標及び環境経営計画、その評価≫

≪環境経営目標及び環境負荷実績≫ ≪その他活動報告≫

１．社会貢献活動

・会社周辺の清掃活動

２．内部監査

・問題ありません。

３．緊急事態対応教育

・地震を想定した避難教育

≪環境経営計画及び評価≫

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

５．グリーン購入

≪本年度総評及び次年度の計画≫ 環境事務局：三浦　麻友美

7．環境経営目標(単年度)と環境経営計画、その評価

項目 単位 目標値 実績値 参考評価

二酸化炭素排出量 kg-CO2 8,899 5,789 ○

電力使用量 kWh 17,000 9,305 ○

ガソリン使用量 ℓ 450 642 ×

一般廃棄物排出量 kg 500 300 ○

紙使用量 枚 19,000 15,814 ○

水使用量 ㎥ 65 133 ×

➡

➀電力使用量の削減

<施策>

・勤務時間外のメインLED照明については1/3使用とする

・勤務時間外は必要のないコンセントプラグを抜く

＊事務所移転の影響が大きい為、大幅減

　事務所移転の影響が大きいので目標を見直します

➡
<評価＞ 担当：坂口(進)

・公共交通機関の利用を推進していますが、公共

　交通機関の利用がし難い高山工場、相模工場への

<評価＞ 担当：坂口(進)

・冬期暖房使用が多かったが、夏場に各自で小型の

　扇風機を利用するなど効率化を図りました

➡
<評価＞ 担当：三浦

・ホースの水漏れが発生した為に使用量が増加

　ホースの交換を行い復旧しましたが今後は

　出張が多く、使用量が増加しました

➡
<評価＞ 担当：坂口(進)

・個人廃棄物の持ち込み禁止や印刷物削減により

　減少しています

　使用量に注意し、早期発見に努めます
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➡
<評価＞ 担当：三浦

・エネルギーマネジメントコントローラーを導入、

　電力データの詳細取得や家電とのマッチングによる　新たなエコ商品の導入を模索します

➡
<評価＞ 担当：田屋

・まとめ納品を励行を継続しており現状を維持

　しています

<施策>

・現在使用しているエコ商品の継続利用と共に

　消費電力制御が可能になります

<施策>

・まとめ納品による納品頻度削減（現状維持）

＊社屋外のホース水漏れにより大幅増

・本社では物品の製造が無い為、現状維持の活動が中心ですが各自が継続して取り組むことで

　維持が出来ていると思います。　今期はホースの水漏れがあり、早く気付けなかった為に使用量が増加

　してしまった事が反省点です。　新事務所での目標値がまだ余裕が大きい為、次年度より原単位評価で

　見直した目標値に向かって活動を行います。

<施策>

・エコドライブ継続　・効率的な車の運用

・電気自動車使用後の充電プラグ差し込みの徹底

　（PHEV車の有効利用）

➀一般廃棄物排出量の削減

<施策>

・個人廃棄物の持ち込み禁止

・電子ボード使用により掲示物での印刷物削減

<施策>

・節水の励行

・POP貼り出しによる意識付け

②化石燃料(ガソリン)使用量の削減



≪相模工場の環境経営目標及び環境経営計画、その評価≫

≪環境経営目標及び環境負荷実績≫ ≪その他活動報告≫

１．社会貢献活動

・会社周辺のゴミ拾い、草刈り

２．内部監査

・問題ありませんでした

３．緊急事態対応訓練

・地震を想定した避難訓練

・オイル漏洩の対処訓練

≪環境経営計画及び評価≫

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

５．グリーン購入

項目 単位 目標値 実績値 参考評価

二酸化炭素排出量 kg-CO2 68,133 76,905 ×

電力使用量 kWh 86,000 96,983 ×

ガソリン使用量 ℓ 830 541 ○

軽油使用量 ℓ 9,500 10,640 ×

灯油使用量 ℓ 640 1,196 ×

○

水使用量 ㎥ 300 258 ○

一般廃棄物排出量 kg 2,900 2,333 ○

紙使用量 枚 222,000 239,542 ×

<施策>

・電気の消し忘れが起きないよう社内を確認の上、

　問題点等があれば朝礼で従業員に注意喚起をする

・適切な節電方法・節電用品の導入を検討

<施策>

・車間距離にゆとりを持って加速、減速の少ない運転をする

・無駄なアイドリングはしない　・適切な走行ルートの検討

・定期的な車体・タイヤの点検、整備

産業廃棄物排出量 kg 9,400 8,855

担当：土田、清水(陽)、星野

・事故渋滞などの多発がありましたが渋滞情報を

　意識し、ゆとりを持った運転に心掛けました

・冬期の暖房使用が増加しました

➡
<評価＞ 担当：清水(佳)、笠原、川野

・夏期エアコン使用頻度が増加したが消し忘れなど

　はありませんでした

・仕事に支障の無い節電に努めていきます

②化石燃料(ガソリン,軽油、灯油)使用量の削減

➀電力使用量の削減

<施策>

・電線の再利用の励行

・分別の徹底

・朝礼等で工程内不良削減の意識付けをする

➡
<評価＞

➡
<評価＞

➡
<評価＞

担当：石倉、中嶋、吉沢、八木

・朝礼で注意喚起を行い、意識向上を図った事で

　分別や再利用に問題ありませんでした

➡
<評価＞ 担当：及川、吉住、佐藤

・ゴミの分別、再利用共に皆が意識を持って行動

　出来ていた為、問題なく活動出来ました

　不要在庫の廃棄を削減する事が出来ました

➡
<評価＞ 担当：長澤、長崎、角田

・皆が節水を意識して行動出来ていたので蛇口の

　閉め忘れ等の問題はありませんでした

<施策>

・製造過程での水使用が無く手洗い等の一般家庭レベルの為、

　日常的な節水を主に行う
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➡
<評価＞ 担当：関、斎藤

・新たなエコ商品の導入とはなりませんでしたが

　これまで導入したエコ商品については継続して

　使用しています

<施策>

・エコ商品への切替購入を実施

・梱包品などのリサイクル・エコを検討、提案

＊猛暑によるエアコン使用頻度増加

担当：高橋(将)、田畑

・集計データ活用や取引先との連絡強化により

➀一般廃棄物排出量の削減

②産業廃棄物排出量の削減

・節水用品及び節水方法の導入の検討

<施策>

・廃棄ケーブルの削減の励行

<施策>

・分別の徹底

・裏紙・梱包材の再利用の励行



≪本年度総評及び次年度の計画≫ 環境事務局：高橋　将史

≪環境経営目標及び環境負荷実績≫ ≪その他活動報告≫

１．社会貢献活動

・会社周辺の清掃活動

２．内部監査

・一部計画の遅れを指摘

３．緊急事態対応訓練

・火災を想定した避難訓練及び

　初期消火訓練

・オイル流出対応確認

≪環境経営計画及び評価≫

１．二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

実績値 参考評価

　により削減出来たと思います。　次年度より原単位評価を取り入れ、より現状に沿った目標値に向け

　活動の継続を行います。

○

軽油使用量 ℓ 2,500 2,225 ○

二酸化炭素排出量 kg-CO2 117,064 79,233 ○

電力使用量 kWh 180,000 123,345 ○

1,850 3,265 ×

一般廃棄物排出量 kg 3,700 4,335 ×

水使用量 ㎥ 600 549 ○

➡

×

産業廃棄物排出量 kg 2,900 1,340 ○

➡
<評価＞ 担当：玉舎

・手洗い場の節水を呼び掛けた事で手洗い時の節水が

　出来ていました

<施策>

・水をこまめに止めるなどの節水を呼び掛ける

➡
<評価＞ 担当：松巾

・破損パレットを修理して再利用することで木くずの

　削減を行いました

<施策>

・不良率減少による不良廃棄品排出量の削減

・破損パレットを修理による木くず産廃の削減

<施策>

・不要な電気の使用をしないように呼び掛けて節電をする

<施策>

・燃料費も高騰しており継続して納品などを纏め

　効率を高めます

<施策>

・印刷時に確認によるミス削減

・個人廃棄物の削減
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➀一般廃棄物排出量の削減

②産業廃棄物排出量の削減

紙使用量 枚 200,000 261,876

ガソリン使用量 ℓ 6,000 969

≪高山工場・高山第2工場の環境経営目標及び環境経営計画、その評価≫

項目 単位 目標値

　不要な使用は抑える事が出来たと思います。　廃棄物についても分別、再利用の継続や不要在庫の抑制

②化石燃料(ガソリン、軽油、灯油)使用量の削減

➀電力使用量の削減 ＊目標値の修正が必要

＊目標値の修正が必要

　確認の継続を行います

➡
<評価＞ 担当：中屋

・プレビュー表示で印刷前に確認することにより

　不要な印刷、印刷のミスを削減出来ました

・仕事上、印刷物が多いので目標の修正も行いつつ

➡
<評価＞

灯油使用量 ℓ

・今年度は冬期の暖房（灯油）、夏期の冷房（電気）の使用が多くなりましたが、電源の切り忘れ等も無く

担当：土木(貴)

・仕事量が増えトラックの荷量も増えましたが、極力

　まとめ納品を行い無駄の無い運行が出来ました

・冬季の暖房使用が大幅に増加しました

<評価＞ 担当：和田

・エアコンの設定調整や窓を開けての調整等により

　不要な使用を抑えることが出来ました



４．自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

５．グリーン購入

≪本年度総評及び次年度の計画≫ 環境事務局：木下　真紀

≪㈱弘進　全社の環境経営目標及び活動の評価≫

≪環境経営目標及び環境負荷実績≫

≪環境関連教育≫

１．従業員向け教育

・SDGsについて改めて教育を実施

２．管理者向け教育

・環境負荷チェックシートについて

　内容の教育を実施

　次年度の目標修正に合わせて変更

　追加項目について打ち合わせ

≪活動の評価≫

１．二酸化炭素排出量の削減 ➀電力使用量の削減　②化石燃料使用量の削減

２．廃棄物排出量の削減 ➀一般廃棄物排出量の削減　②産業廃棄物排出量の削減

３．水使用量の削減

４．自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善

５．グリーン購入

≪本年度総評及び次年度の計画≫ 環境管理責任者：小森　俊和

　機械による束ねとした事で作業時間の短縮に

<施策>

・効率的に生産できる機械の導入  

・自動機、工具の保守、点検、メンテナンス ・電線のまとめをビニルテープからゴム紐に変更し

項目 単位 目標値 実績値 評価

・基板事業が占めていた環境負荷が予想以上に大きく、目標値との乖離が大きい項目もありますが

　活動自体は出来ていたと思います。　次年度からは光ケーブルの加工も始まりますので目標値の修正と

　合わせ、廃棄物等の変化にも注意して活動を進めます。

➡
<評価＞ 担当：加藤

・一部の製品について通いカゴを使用することで

二酸化炭素排出量 kg-CO2/百万円 124.66 88.68 ○

・エコ商品の購入を検討する

電力使用量 kWh/百万円 181.76 125.76 ○

ガソリン使用量 ℓ/百万円 4.68 1.18 ○

軽油使用量 ℓ/百万円 10.74 7.05 ○

灯油使用量 ℓ/百万円 2.23 2.44 ×

一般廃棄物排出量 kg/百万円 4.56 3.82 ○

水使用量 ㎥/百万円 0.62 0.51 ○

　目標値が現状と乖離している様に感じられますので次年度より作業時間をベースとした目標値へと

紙使用量 枚/百万円 283.24 283.26 ×

産業廃棄物排出量 kg/百万円 11.01 5.58 ○

・日常管理については問題なく実施出来ており、目標達成しています。

　切り替えます。

　日々の分別や可能な物は再利用するといった取り組みも定着しています。

・今後は不良削減や在庫の適正化など廃棄物の発生源を押さえる取り組みも重視していきたい。

・受注生産工場であるためテーマ選定が難しい中、各部門にて考え、取り組んでいます。

　すぐには数字に結びつかない物もありますが引き続き取り組みを続けていきます。

・紙の使用量については目標値の修正が必要と感じられるものの、全体としては目標達成しており、

・手洗いやトイレでの使用がほとんどを占めている中で節水に取り組めています。

10

　漏水時などの早期発見が今後の課題となりそうです。

・日常的な取り組みについては問題なく出来ていると思います。数値目標については現状との乖離に

　助けられている部分も見られますので次年度の目標値改正(原単位切り替え)により、現状に沿った

・自社で切り替えられる物は可能な限りエコ商品を利用しています。　通い箱の使用など、自社では

　影響の小さな物でもトータルで考えて環境負荷の低減につながる活動も行っています。

　目標値管理が出来るよう取り組みます。

　なりました

　段ボール箱の使用を削減しました

➡
<評価＞ 担当：倉本

<施策>



≪環境にも影響のある法規等≫

・電気事業法（電気保安協会による検査）

≪その他努力義務を定めた主な環境関連法規等≫

・環境基本法（事業に伴う環境負荷の低減の努力義務）

・循環型社会形成推進基本法（3Rの取組）

・グリーン購入法（環境負荷低減に資する製品・サービスの調達）

・地球温暖化対策の推進に関する法律（温対法）

　（設備について温室効果ガスの排出が少ない方法での使用。温室効果ガス排出量の見える化。）

・環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律

　（環境マネジメントシステム等による環境配慮の取組）

・環境関連法規等への違反はなく、また関係当局からの違反の指摘もありません。

・過去、訴訟もありません。

期間内の適正処理

（PCB特措法） 2022/6/17施行 （変圧器交換により今期対象）

＊岐阜県廃棄物の適正処理等に関する条例：処理業者の能力確認が今期内に実施出来なかった為△としました。

遵守状況確認 2023/10/23 小森　俊和

対象となる法令 条項 確認内容（当社該当内容） 評価

8．環境関連法規等の取りまとめ、遵守状況

改訂状況確認 2023/7/31 小森　俊和

第12条の3 産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出
○

2023/4/1施行 第7項 （毎年4/1～6/30）

委託契約確認（契約書：5年間保管）

第12条の3 産業廃棄物管理票の交付、保管（5年間）
○

第1,2,6項 運搬、処分の確認

廃棄物処理法

第12条 産廃運搬までの保管場所（産業廃棄物保管基準）
○

第2項 60cm×60cm以上の掲示板設置

第12条 委託基準に基づく産廃業者の選定
○

第6項

岐阜県廃棄物の適正処理等 第18条 委託した処理業者の処理能力確認

△に関する条例
第1～3項

　　　　　　（優良業者は免除）2023/10/23確認実施

2014/4/1施行 不適正処理時の報告

資源化及び適正処理等の 第12条
廃棄物管理責任者の選任 ○

推進に関する条例 第1項

第11条 減量化等計画書の提出
○

相模原市廃棄物の減量化、 第1項 　（毎年１回、市長に提出）

○
2022/6/17施行 第8条第1項 変更時の届出（新規設置、変更なし）

第24条 事業系一般廃棄物を生活環境の保全上支障が
○

2023/10/1施行 第1項 生じないうちに収集・運搬・処分

騒音規制法・振動規制法 第6条 エアーコンプレッサー設置時の届出（7.5kw以上）

第43条第1~3項 書面交付、写しの保管（廃棄なし）
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フロン排出抑制法

第16条 エアコン簡易点検の実施
○

第1項 　　（1回／3ヶ月）

第41条第1項 廃棄時は第一種フロン類充回収業者への引き渡し、
○

2023/4/1施行

PCB廃棄物の適正な処理の 第8条 PCBを含む変圧器等の廃棄物保管状況届出及び

○推進に関する特別措置法 第10条



・2023年10月24日、環境管理責任者より代表者に活動状況の報告を行い

　下記の様に評価、見直しの指示を頂きました。

≪前回の見直し指示に対する確認≫ ・・・環境管理責任者：小森　俊和

1．環境経営目標の評価方法検討

・現在の売上高での原単位評価では無く、作業時間での原単位評価とする為、今年度は

　データ取りを行いました。　次年度は維持目標として活動し、数値の変動を見ながら削減

　目標へとシフトしていきたいと考えています。

2．環境経営会議のさらなる充実

・今期は環境負荷チェックシートについて理解を深める様、環境経営会議の中で教育を実施

　しました。　今後も審査に関する物、EA21活動の進め方など管理者向け教育の場としても

　活用していきます。

≪環境管理責任者による活動の報告、評価≫ ・・・環境管理責任者：小森　俊和

１．環境経営目標について

・次年度より作業時間での原単位評価とすることでより現状に沿った目標値を目指します。

（１）二酸化炭素排出量の削減

・日常管理については定着してきた様に感じます。冷暖房等、気候に左右されるものは

　仕方ありませんが、出張等のあり方が変わってきておりますのでガソリン使用量に

　ついては次年度より目標値の修正を行います。

（２）廃棄物排出量の削減

・分別や再利用についても定着が見られます。高山工場のコピー用紙使用については

　目標値の上方修正が必要と考えています。　各工場共、不要在庫を抱えないよう

　環境経営会議等で注意喚起を行っていきます。

（３）総排水量の削減

（４）自らが生産、販売、提供するサービスに関する項目

・各部門でテーマを持って改善に取り組んでいます。　今後も確認、フォローします。

２．環境経営計画の実施及び運用結果

・数値では見られない日常管理項目について、担当者による毎月の評価については

　少しずつ定着してきている様です。今後も他の計画実施同様にフォローします。

３．環境関連法規等の遵守状況

・遵守状況確認が一部、今期内で処理出来ませんでした。条例的には期限が明記されて

　いないものの、早期計画、実施、フォローに注意します。

４．外部からの環境に関する苦情や要望等

・外部からの苦情等は特にありません。　社会貢献活動も引き続き実施していきます。

・社外より環境商品（エネルギーマネジメント的なもの）の紹介等も入る様になりました。

　環境経営会議等で紹介し、内容によっては導入検討を行っていきます。

５．総評

・今期より作業時間の集計を行いました。次年度より作業時間をベースとした原単位

　評価を行うことで変動の大きい仕事の中、少しでも現状に沿った目標値設定が出来れば

　と考えています。　日常管理については定着が見られ、安定している様に感じます。

　今後も環境経営会議等を活用してフォローや特に管理者の知識向上に努めて行きます。

９．代表者による全体の評価と見直し、指示の結果
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・本社では水漏れが発生したものの、日常的な節水は問題なく実施されています。



≪代表者による活動の評価≫ ・・・EA21代表者：田屋　健仁

１．環境経営目標について

・従業員全員が日常の中で意識、習慣づけて取り組んでいます。

　次年度よりより現状に沿った目標値となると思いますので特に管理者は環境負荷の

　数値にも注意をお願いします。

２．環境経営計画の実施及び運用結果

・環境経営会議でフォローを行いながら計画を進めることが出来たと思います。

　今後実施して下さい。

３．環境関連法規等の遵守状況

・一部の確認事項が期を跨いでしまったとの事、期限に決まりのないものは早めの計画、

　実施して下さい。

４．外部からの環境に関する苦情や要望等

・社会貢献活動も問題なく、苦情等もありません。　引き続き継続してください。

＊環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制に見直しの必要はありません。

≪代表者による見直しの指示≫

1．環境経営目標の評価方法検討

・次年度より作業時間をベースとした原単位評価に変更します。　各部門でもこれまでの

　総量管理から切り替わりますので環境事務局においては環境経営会議等の場をうまく

　利用して原単位での評価について理解を深めて頂きたい。

1．環境経営目標の改定

・現在の総量管理、売り上げベースの原単位評価では変化の激しい仕事量や物価上昇や

　コストダウンが反映されない売上高に対応できない為、次年度より作業時間をベースとした

　原単位評価に改定します。　次年度は維持目標として活動し、数値の変動状況に応じて

　削減目標の検討を行います。

2．高山工場取扱品目の増加
・次年度より高山工場では光ケーブルの加工を行います。

　これまでとは違った廃棄物の発生や廃棄物の品目の割合、量の変化が予想されます。

　環境負荷の推移に注意し、新しい仕事なので無駄を省いて環境負荷を削減していく事も

　日々の業務の中で改善に努めます。

原単位評価（1人が1時間作業した時の環境負荷）

項目 CO2排出量(kg－CO2/h) 一般廃棄物量 (kg/h) 産業廃棄物量 (kg/h) 水使用量 (㎥/h)

2022年度 1.697 0.043 0.063 0.006
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10．次年度以降の活動予定



Cube エネルギーマネジメントコントローラーの取付　（本社）

さまざまな通信インターフェースを内蔵し

無線でスマートメーターに接続できます。

専用のアプリを使って電力データの詳細を

取得したり家電とマッチングさせて

消費電力を制御したりすることができます。

避難訓練、初期消火訓練　（本社、相模工場、高山工場）

通いカゴ利用による段ボール箱の使用量削減　（高山工場）

社会貢献活動　（本社、相模工場、高山工場）

11．活動紹介

　本年度も外部からの苦情等も無く無事、活動を行なう事が出来ました。
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・ポンプによる消火訓練(相模工場)・避難場所への経路確認(本社) ・消火器による消火訓練(高山工場)

・三菱電機ビルソリューションズ株式会社様の

　協力により、通いカゴを使用した納品を

　拡大しました。　自社での廃棄量には影響

　しませんが、最終的な廃棄は削減されます。

（本社） （相模工場） （高山工場）

・外部コミュニケーションの一環として社会貢献活動（主に会社周辺の清掃活動）を実施しています。


